
講義種別： 演習

回 課題内容 備考

デッサンしたいもの１点

紙コップ２つ以上

りんごなど自然物

ガラスコップ

無地・シンプルな フェイスタオル

スプーンなど

毛糸玉

ティッシュボックスなど

質感表現①〜⑤から

3〜５点選んで

デッサンを行う。

貝・石など

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

卓上デッサン①

制作

卓上デッサン②

制作

卓上デッサン③

講評

手を描く

手のクロッキー

細密デッサン①

制作

細密デッサン②

講評会
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自然物を観察する

質感表現①

透明なものを描く

質感表現②

9

布を描く

質感表現③

金属質を描く

質感表現④

柔らかいものを描く

質感表現⑤

グラフィックを描く

基本①

基礎形態を描く

基本②

遠近感を表現する

基本③

担当者実務経験：ジュエリーデザイナー、美術予備校講師、作家

到
達
目
標

観察力を養い、デッサン道具の使い方を習得し、コミュニケーションを取れるデッサン力を身につける。

授業内容

1

オリエンテーション

授業説明・好きなモチーフを描く

共通科目 講師名：宮川　ちえ

科目名：描写Ⅰ １年生 前　　期



講義種別：実習

回 課題内容 備考

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

紙粘土模刻に着彩

アクリルガッシュ

水彩スケッチブック

透明水彩

B3画用紙水張り

透明水彩

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

成
績
評
価

マンガ 科 講師名：河西香織

科目名：　描写Ⅱ
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆モチーフを観察することによって発見した固有の表情を着彩で表現する
◆陰影と固有色の関係を理解して描写する
◆ポートフォリオに載せられる作品を作る

授業内容

1

オリエンテーション

水張り&原色＋補色

モチーフ着彩（バナナ）

モチーフ着彩（リンゴ）

モチーフ着彩（パプリカ）

モチーフ着彩（黒背景パプリカ）

モチーフ着彩（玉ねぎ）

9

模刻・着彩 ①

模刻・着彩 ②

模刻・着彩 ③
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出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

モチーフ着彩（グラスとスプーン）①

モチーフ着彩（グラスとスプーン）②

卓上着彩①

卓上着彩②

モチーフ着彩（パン）

複数モチーフ着彩（野菜もしくは果物２種）



講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

12
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8

9

6

7

4

5

2

3

到

達

目

標

授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

1CIL-A/1CM・1MP・1MA/1IL・1LD/1CIL-B/1G・1GC 講師名：辻　政之

科目名：色彩・平面構成
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

クリエーターに必要不可欠な色彩学の基礎を習得する
クリエーターに必要となる平面構成の表現方法/技法を習得する

オリエンテーション　　　色彩学の基礎 講義

色彩プリント

色彩プリント/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

準備課題

準備課題/水張り

準備課題

準備課題/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３　　　完成　　講評



講義種別： 演習

回 課題内容 備考

上半身②

上半身④

下半身①

夏休み前に

タイミングを見て

夏課題の説明を

入れる予定です。

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

プロポーションについて

服のしわ

可動と服のしわの連動について

最終課題

プレゼンボード作成

最終課題

ブラッシュアップ

顔・表情

顔周り

SD

最終課題

講評会
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上半身③

手周り

胴周り

腰周り

9

下半身②

脚周り

下半身③

足周り

比率

頭身を合わせて形を捉える

上半身①

首・肩周り

腕周り

担当者実務経験：
ジュエリーデザイナー、美術予備校講師、作家

到
達
目
標

クロッキーを交えてイラスト制作における基本的な人体の構造について理解を深める。

授業内容

1
オリエンテーション

授業について

共通科目 講師名：宮川　ちえ

科目名：美術人体解剖学 １年生 前　　期



１年 後期

講義種別： 講義

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

著作権の概要（コミックイラスト及びマンガに関するもの）

所有権・商標権との違い

著作権の発生

ケーススタディ、裁判例等

著作権の制限（私的利用、引用など著作権者の同意が不要なケース）

ケーススタディ、裁判例等

著作権の侵害

ケーススタディ、裁判例等

著作権法に違反した場合の制裁（民事・刑事）

ケーススタディ、裁判例等

著作者人格権について

小テスト

小テスト講評

質疑応答

商標権の概要

ケーススタディ、裁判例等

商標法に違反した場合の制裁（民事・刑事）

ケーススタディ、裁判例等

契約（書）の概要

ケーススタディ、裁判例等

契約（書）のポイント

ケーススタディ、裁判例等

婚姻・相続と所有権・著作権

ケーススタディ、裁判例等

全体復習

質疑応答

最終試験

最終試験講評

まとめ

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格
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5

担当者実務経験：弁護士・弁理士

講師名：竹永　光太郎

科目名：知的財産権

①コミックイラスト及びマンガに関する著作権及び商標権等について正しく理解し、自らの権利を守るとともに、他者の権利を侵害しないようにすること
②契約に関する基本的な理解を習得し、今後の契約において、自分に著しく不利な契約を結ばされないようにすること
③その他関連する問題を理解し、意識すること

共通科目



講義種別： 講義

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

編集者と漫画家の関係について

講師オススメアニメ作品鑑賞

学外研修（マンガ展見学予定）

前期期末考査作業予備日１

前期期末考査作業予備日２

前期期末考査作業予備日３
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新人賞投稿作作業２

漫画家になる方法

9

漫画家のお金事情

漫画家のスケジュール管理

著作権について

個人面談２

オススメ漫画３本紹介

新人賞投稿作作業１

担当者実務経験：

現在めちゃコミックにて『国民ボタン』ヤンジャンアプリにて『ゴールデンエッグ』連載中

到
達
目
標

今まで娯楽として見ていたマンガやアニメをプロの目線や今までとは違う角度で見る事で幅広い視野を持ち、自分の作品
制作にも活かすのが目標です。

授業内容

1

個人面談１

マンガ科 講師名：鈴木大四郎

科目名：マンガ・アニメ概論 １年生 □前　　期



講義種別： 実習

回 課題内容 備考

ネーム提出

下書き提出

完成原稿提出

成
績
評
価

担当者実務経験：　現役漫画家

マンガ科 講師名：守田　枝里

科目名：マンガ基礎
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

到
達
目
標

漫画を描く基本を知って単ページの漫画を完成させる。(クリスタ使用)

授業内容

1

ガイダンス

マンガの作り方の説明、簡易プロットを作ってみる

2

簡易プロット⇒キャラクター制作⇒冒頭部分のネームを作ってみる

クリスタの使い方説明(PCが届いていれば)

3

冒頭部分のネーム制作⇒簡易プロットの肉付け⇒プロット制作

4

プロット制作⇒冒頭部分のネーム制作(クリスタを使って)

5

ネーム講評⇒修正⇒ネーム制作

6

ネーム制作⇒下書きに入れる人は下書きにはいる

7

下書き制作

8

下書き制作

9

下書き制作⇒ペン入れに入る

10

ペン入れ作業⇒終わり次第べた作業

11

ペン入れ・べた作業⇒終わり次第トーン貼り(クリスタでトーンの貼り方を説明・素材の入れ方「・削り方など)

12

べた・トーン作業

13

仕上げ・写植・完成

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

箱庭用の１P漫画の制作⇒ネーム⇒下書き

15

下書き・ペン入れまで終わらせて後期に引き続く



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

マンガの仕組みを学ぶ

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15
現行完成

13
８P程度の作品作り　作画進行

進行チェック

14
８P程度の作品作り　作画進行

進行チェック

11
８P程度の作品作り　作画進行

12
８P程度の作品作り　作画進行

9
３～１０Pネーム作成

進行チェック

10
３～１０Pネーム作成

7
４Pネーム作成

8
３～１０Pネーム作成

5
４Pネーム作成

6
４Pネーム作成

進行チェック

3
マンガの基本的な技法と表現

4
ネームの作り方

1
マンガ演習の授業説明

講師の作品紹介

2
マンガの基本的な技法と表現

マンガ科 鈴木　大四郎

科目名：マンガ演習

ネームや原稿制作の基本とアナログ技術を身につける
期間中８P程度のマンガ作成、及びマンガ賞へ投稿

授業内容

担当者実務経験：現役マンガ家として活躍する。代表作は月刊チャンピオンにて連載された「ナリキン！」



講義種別： 演習

回 課題内容 備考

なし

講義

講義

講義

講義

なし

プロット作成

ネーム作成

ネーム作成

なし

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

あるあるネタにヒットのヒントあり２

定期個別面談

作業日

作業日

作業日

作業日
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読みやすいマンガとは？情報は詰め込み過ぎず、絞って一コマ一情報

説明台詞を無くす方法

・二人のキャラクターで会話で説明すると説明台詞になりにくい等

定期個別面談

9

テーマ先行型シナリオ製作法（プロット編）

・結局何が言いたかったのか分からない作品が多い印象。そこで先に言いたい事を決めて考えてみる。

テーマ先行型シナリオ製作法（ネーム編）

あるあるネタにヒットのヒントあり１

・snsを見ていてもバズっているのはあるあるネタが多い。つまり共感できるネタこそヒットに繋がるはず。そこで実際にあるあるネタの作品を考えてみる。

ネームを描く時の時間短縮法

・とにかくネームを描くのが遅い人が多いのでどうやってプロは時間短縮をしているのかを紹介。

ストーリー構成で重要な事は３つ

・最初と最後で変化している事を最初に決める等

読みやすいマンガの作り方

担当者実務経験：

現在めちゃコミックにて『国民ボタン』ヤンジャンアプリにて『ゴールデンエッグ』連載中

到
達
目
標

ネーム作業の効率化とマンガ制作を計画通りに進めるためのノウハウを学び、実践。

授業内容

1
個人面談＆近況報告

マンガ科 講師名：鈴木大四郎

科目名：マンガ演習 ２年生 前　期



漫画学科 講師名：山口　喬

科目名：キャラクターデザイン □１年生 □後　　期

担当者実務経験：漫画家(デビュー後10年活動) 講義種別：

到
達
目
標

作品構造や意図に沿ったキャラクターを適切に配置し、推敲し、最終原稿の形を創出する。

回 授業内容 課題内容 備考

1

オリエンテーション「後期課題作品決め」 十月三週

「知らない漫画賞受賞作品のプロットだけを読み込んで、自分なりにキャラクターを再構成してみよう」

2

キャラクター概論① 課題作品キャラ 十月四週

物語における「主人公」の役割とデザイン 下書①

3

キャラクター概論②
課題作品キャラ 十月五週

物語における「悪役」の役割とデザイン
原稿①

4

キャラクター概論③
課題作品キャラ 十一月一週

物語における「ヒロイン」の役割とデザイン
下書②

5

キャラクター概論④
課題作品キャラ 十一月二週

読切におけるキャラクターの「ボリュームと配置」
原稿②

6

自主制作作品進行確認
課題作品キャラ 十一月三週

下書③

7

キャラクターデザイン「表情」
課題作品キャラ 十一月四週

自主制作でのネームをもとに、つくったキャラの「喜怒哀楽」表情パターンの作画
原稿③

8

キャラクターデザイン「ポージング」
自主制作作品キャラ 十二月一週

自主制作でのネームをもとに、つくったキャラの実際に動いているシーンやポージングを作画
自主下書①

9

キャラクターデザイン「衣装」 自主制作作品キャラ 十二月二週

自主制作でのネームをもとに、つくったキャラの様々なシチュエーションの衣装を作画 自主原稿①

10

自主制作作品進行確認 自主制作作品キャラ 十二月三週

自主下書②

11

キャラクターから作る作品企画①
自主製作作品キャラ 十二月四週

“自分が興味あるもの“のブレスト
自主原稿②

12

キャラクターから作る作品企画②
自主制作作品キャラ 一月二週

ブレストを基にしたカウンセリング
自主下書③

13

キャラクターから作る作品企画③
自主制作作品キャラ 一月三週

新作キャラクターラフ制作
自主原稿③

14

予備
一月四週

弱点克服講義
予備

15

予備
二月一週

弱点克服講義
予備

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格





講師名： 守田　枝里

1年 前期

講義種別： 実習

到達目
標

回 授業内容 課題内容 備考

ガイダンス

マンガにおける背景の説明とパースとは何か

前回の続き

パースとは何か（1点透視のおさらいと持参したイラストに描写） 1点透視1コマ制作

課題の講評

アオリとフカンの説明・前回の1点透視をそれぞれの見え方で描写

前回の続き

2点透視の説明、BOXを描写。できたBOXにキャラクター配置

前回のチェック

前回の別の見え方で2点透視を使った背景とキャラの描写

前回の続き

3点透視とは何か・描写を軽くしてみる

課題の講評 2点透視1コマ制作

なめの描き方（複数のキャラクターの立ち位置の描写

前回の続き

窓や教室の同じ物の均等な増殖方法・教室の描写

前回の続き

8回目までの再復習用描写 描写の完成

課題の講評

テーマを決めて２Pマンガを描いてみる（この時点では背景なし）

前回の続き

ネームを作る

2Pマンガ

課題の講評

ネームのシャッフルを生徒同士でシャッフルし背景をアシスタントを体験する

前回の続き

作品講評・次回のさわりまで

習ったことを使ったイラストを1点制作する

後期開始までに完
成

成績評
価

マンガ科

教科名：背景作画

担当者実務経験：マンガ作家

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

２Pマンガの背景を習ったパースを理解し描写及び、俯瞰と煽り構図を入れて完成原稿を制作する

1

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。各授業の3分
の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上    B評価）70～79点    C評価）60～69点    D評価）不合格



講義種別： 演習

回 課題内容 備考

完成原稿課題①

完成原稿課題②

完成原稿課題③

成
績
評
価

マンガ科 講師名：守田　枝里

科目名：背景作画
■１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

担当者実務経験：　現役マンガ家

到
達
目
標

自身の原稿のクオリティを上げ、短ページで完成原稿を作る

授業内容

1

・初回授業ガイダンス

・10月17日締め切りの賞に出す生徒の原稿チェック（その他の生徒はテーマ指定の原稿を制作）

・『登場の場面』の1p原稿の制作

・ネーム制作（終わらなければ宿題）

・ネームチェック⇒下書き

・下書き⇒ペン入れ（終わらなければ宿題）

・トーン貼り・効果・完成

・『スピードある場面』の１ｐ原稿

9

・ネーム制作（終わらなければ宿題）

・ネームチェック⇒下書き

・下書き⇒ペン入れ（終わらなければ宿題）

・トーン貼り・効果。完成

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

『回想シーン』の２ｐ原稿

・ネーム制作（終わらなければ宿題）

・ネームチェック⇒下書き

・下書き⇒チェック⇒早く終わればペン入れ作業に入る

ペン入れ作業⇒仕上げまでする（終わらなければ課題）

『オチのシーン』の1p原稿

・ネーム⇒下書きまで

・ペン入れ⇒完成までさせる



講義種別：　　実習

回 課題内容 備考

ガイダンス

テーマを決めて1p漫画を作る『転校生が来た』

ネーム⇒下書き

下書き⇒ペン入れまで出来れば終わらせる

★完成原稿提出

テーマを決めて２p漫画を作る『飲食店での会話のシーン』

ストーリーを軽く考える⇒ネーム制作⇒下書きに入れる人は下書きにはいる

ネーム制作⇒下書き

下書き制作

ペン入れ⇒仕上げ作業

ペン入れ⇒仕上げ作業

★完成原稿提出

自分の目指してるジャンルの山場のシーンの制作

ネーム作業

ネーム⇒下書き

下書き⇒ペン入れまで出来れば終わらせる

ペン入れ⇒入れる子はトーン・ベタまでやる

仕上げ⇒完成

★完成原稿提出

成
績
評
価

目指す賞を決めて背景のクオリティを上げて作品を描き上げる

授業内容

1

担当者実務経験：　現在も連載をもつ現役マンガ家

マンガ科 講師名：守田　枝里

科目名：背景作画 2年生 前　期

4

5

2

3

到
達
目
標

10

11

8

9

6

7

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

12

13



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

ネームの完成、直し

ネームの完成、直し

三題噺のネーム完成まで

三題噺原稿の下絵を完成

三題噺原稿を描かせる

三題噺原稿を完成させる

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿作成

オリジナル原稿完成

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

マンガ科 講師名

科目名：　デジタルコミック

卒業制作前に必ず最低１本は原稿を完成させる。

授業内容

担当者実務経験：複数の著書を出版する現役マンガ家

1
ネーム、プロットのチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

2
ネーム、プロットのチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

3
三題噺

みっつの言葉からネームをきる。一日で完成のこと

4
三題噺

ネームから原稿の下絵を描く。

5
三題噺

原稿下絵からペン入れ

6
三題噺

ペン入れ原稿完成

7
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

8
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

9
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

10
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

11
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

12
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

15
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。この日までに必ず最低１本は完成させる。

13
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

14
ネーム、プロット、原稿のチェック

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。



２年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

休み中のネーム、プロットのチェック ネーム、ネームの直し提出

クリップスタジオの便利な使い方など。ネーム、プロットなど個別にてアドバイス。話を作るということ。そのコツ。

ネーム、プロット、原稿のチェック ネーム、ネームの直し提出

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

老人、中年、子供、乳児などの人物を描く。ネーム、プロット、原稿のチェック 人物のペン入れまで

老人、中年などの人物をペン入れまでネーム、原稿など個別にて指導。

洋服を描く。ネーム、プロット、原稿のチェック ペン入れしたものを提出

男女、フォーマル、カジュアル、季節ごとの服の描き方、しわなどの表現。ネーム、原稿など個別にて指導。

小物を描く。ネーム、プロット、原稿のチェック ペン入れまで

鞄、靴、銃や弓矢などあらゆる小道具を描く。ネーム、原稿など個別にて指導。

ギャグ漫画の描き方。ネーム、プロット、原稿のチェック
最低１ページ、もしくは１コ
マで表現してみる。

通常の劇画や漫画とは違う、ギャグ漫画のコツ。キャラについて。ネーム、原稿など個別にて指導。

透視法（デジタル）の描き方。ネーム、プロット、原稿のチェック ペン入れまで

背景をデジタルで描く。ネーム、原稿など個別にて指導。

写真から背景を作る。ネーム、プロット、原稿のチェック ペン入れまで

写真をトレースする。写真を２DLT化してみる。ネーム、原稿など個別にて指導。

自然物を描く。ネーム、プロット、原稿のチェック ペン入れまで

木や葉、花、林や森など自然を描く。ネーム、原稿など個別にて指導。

ネーム、プロット、原稿のチェック 現在描いている原稿を制作

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

ネーム、プロット、原稿のチェック 現在描いている原稿を制作

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

ネーム、プロット、原稿のチェック 現在描いている原稿を制作

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

ネーム、プロット、原稿のチェック 現在描いている原稿を制作

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

ネーム、プロット、原稿のチェック 現在描いている原稿を制作

全体への創作について。ネーム、原稿など個別にて指導。

原稿仕上げからの投稿の仕方。原稿のチェック 原稿提出

投稿するにあたっての注意事項、原稿描き出しのやり方など。原稿完成からの卒業制作作品への導入。

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

マンガ科 講師名　　　　

科目名：デジタルコミック

編集部に見せるための原稿制作。
クリップスタジオＥＸについての技術を習得。

担当者実務経験：

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

13

14



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

基本的な立ち絵を制作する中でデジタル作画の基礎的な機能を説明する。

基本的な立ち絵を制作する中でデジタル作画の基礎的な機能を説明する。

基本的な立ち絵を制作する中でデジタル作画の基礎的な機能を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

作画用の機能だけでなく企業に就職した際に使用する機能を説明

キャラクター、背景、UIのそれぞれ適した技術を説明する。

最終課題を制作・ポートフォリオの基礎制作

最終課題を制作・ポートフォリオの基礎制作

最終課題を制作・ポートフォリオの基礎制作

提出

成
績
評
価

1

2

ポートフォリオ用イラスト作成・ポートフォリオ基礎完成

マンガ科 　守田　枝里

科目名：デジタル表現作画

担当者実務経験：マンガ作家

7

8

5

6

3

4

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15

13

14

9

10

11

12



講義種別： 演習

回 課題内容 備考

グリザイユ画法

色価

グラデーションマップ

Live2D

成
績
評
価

到
達
目
標

フリーランス・就職に向けての技術育成、ポートフォリオ用イラスト作成

授業内容

マンガ科 守田　枝里

デジタル表現作画 ２年 前期

1

グリザイユ画法を会得する中でキャラクターを描く技術を上げる

2

グリザイユ画法を会得する中でキャラクターを描く技術を上げる

3

グリザイユ画法を会得する中でキャラクターを描く技術を上げる

4

グリザイユ画法を会得する中でキャラクターを描く技術を上げる

5

グリザイユのキャラクターを使って背景とキャラクターのなじませ（色価）とグラデーションマップ

6

グリザイユのキャラクターを使って背景とキャラクターのなじませ（色価）とグラデーションマップ

7

グリザイユのキャラクターを使って背景とキャラクターのなじませ（色価）とグラデーションマップ

8

流行のデジタル技法。有力候補はLive2D

9

流行のデジタル技法。有力候補はLive2D

10

流行のデジタル技法。有力候補はLive2D

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

担当者実務経験：現役漫画家

15

完成提出

13

最終課題を制作

14

最終課題を制作

11

流行のデジタル技法。有力候補はLive2D

12

流行のデジタル技法。有力候補はLive2D



１年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

進行チェック

ネーム・原稿のチェック

5
作品講評

担当者実務経験：出版社による作品講評とマンガ業界について

完成原稿の提出

講師名：ダブルベース

マンガ編集／業界研究

この授業を通して、自身の作品のブラッシュアップと編集者による作品講評によって、デビューに向けた準備を進める

マンガ科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1
オリエンテーション

2
マンガ業界について

3
進行チェック

ネーム・原稿のチェック

4

6
業界の動向

講義

7
進行チェック

ネーム・原稿のチェック

8
進行チェック

ネーム・原稿のチェック

9
作品講評

完成原稿の提出

10
業界の動向

講義

11
進行チェック

ネーム・原稿のチェック

12
進行チェック

ネーム・原稿のチェック

13
作品講評

完成原稿の提出

14
業界の動向

講義

15
総評



２年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

5
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

担当者実務経験：出版社による作品講評とマンガ業界について

ネーム・原稿のチェック

講師名：ダブルベース

マンガ編集／業界研究

デビューや卒業制作に向けたネームチェックやデビュー支援を行い、在学中にデビューを目指す

マンガ科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1
業界の動向について

2
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

3
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

4

6
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

7
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

8
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

9
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

10
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

11
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

12
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

13
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

14
過去作品のブラッシュアップ・デビュー支援

ネーム・原稿のチェック

15
総評



２年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

作品講評

完成原稿の提出

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

進行チェック

ネーム・原稿のチェッ
ク

作品講評

完成原稿の提出

成
績
評
価

講師名：ダブルベース

マンガ編集／業界研究

この授業を通して、自身の作品のブラッシュアップと編集者による作品講評によって、デビューに向けた準備を進める

マンガ科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1
オリエンテーション

2

3

4

5

担当者実務経験：出版社による作品講評とマンガ業界について

10

11

8

9

6

7

14

15
総評

12

13



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15
作品講評・応募

13
原稿制作

14
原稿制作

進行チェック

11
原稿制作

12
原稿制作

9
ネーム作成

進行チェック

10
原稿制作

7
ネーム作成

8
ネーム作成

5
ＷＥＢマンガの基本的な技法と表現

6
ネーム作成

3
ＷＥＢマンガの基本的な技法と表現

4
ＷＥＢマンガの基本的な技法と表現

1
ＷＥＢマンガの授業説明

講師の作品紹介

2
ＷＥＢマンガの基本的な技法と表現

マンガ科

科目名：ＷＥＢマンガ

ＷＥＢマンガにおけるネームや原稿制作の基本と縦スクロールの制作方法を理解する。
期間中ＷＥＢマンガを作成し、マンガ賞などに投稿する

授業内容

担当者実務経験：



２年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

マンガ科

科目名：ＷＥＢマンガ

色彩やソフトのツールを使った紙ではできない表現を身につけ、原稿制作を繰り返し行うことで、実践的な技術を見につける。
期間中ＷＥＢマンガを作成し、マンガ賞などに投稿する

授業内容

担当者実務経験：

1
オリエンテーション

2
ネーム作成

3
ネーム作成

4
ネーム作成

進行チェック

5
ネーム作成

進行チェック

6
原稿制作

7
原稿制作

8
原稿制作

進行チェック

9
ネーム作成

10
ネーム作成

11
ネーム作成

進行チェック

12
原稿制作

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15
作品講評・応募

13
原稿制作

14
原稿制作

進行チェック



講義種別：実習

回 課題内容 備考

写真加工・装飾

文字組み・線を意識する

写真加工・アピアランス

エリア内文字ツール

広告制作・アウトライン・トンボ

Ai検定問題 第一部/第二部途中

Ai検定問題 第二部続き
Ps検定問題 第一部

Ps検定問題 第二部

ビジュアル制作

ビジュアル制作

分析・テーマを考える

制作

制作・合成

Psならではの質感・ボリュームの
ある文字表現に挑戦する

Psならではの質感・ボリュームの
ある文字表現に挑戦する

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

Ps立体文字 ①

15

Ps立体文字 ②

12

架空ロゴデザイン ②

13

架空ロゴデザイン ③

10

学内年賀状コンペ ②

11

架空ロゴデザイン ①

8

9

6

7

4

スポーツ新聞 ②

5

スポーツ新聞 ③

2

メニュー表 ②

3

スポーツ新聞 ①

・Adobe Illustrator / Photoshopを使用し、DTPに必要なPC技術を学ぶ。
・色やフォントの効果を理解し、目的に沿ったデザイン表現が出来る。
・入稿データを作ることが出来る。

授業内容

1

メニュー表 ①

担当者実務経験：3DCG映像制作会社を経て、現在フリーランスのイラストレーター
　　　　　　　   として活動中。その他、音楽系専門学校講師兼任。

共通科目 講師名：大島 遊季

科目名：Adobe検定
■１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

検定問題 ①

学内年賀状コンペ ①

検定問題 ②

検定問題 ③

成

績

評

価

到

達

目

標

1





２年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

ＨＰ作成検定４級練習問題

5
ＣＳＳ①

担当者実務経験：専門学校講師

講師名：松山　日出男

Office

Word・PowerPointの基本・応用操作を学び検定試験合格を目指す。

マンガ科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1
Ｗｏｒｄで作るホームページ

2
ＨＴＭＬ①

3
ＨＴＭＬ②

4

6
ＨＰ作成検定３級練習問題

7
ＣＳＳ②

8
ハイパーリンク

9
ＨＰ作成検定２級練習問題

10
イメージマップ

11
ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ

12
ＨＰ作成検定１級練習問題

13
答案練習①

14
答案練習②

15
期末試験（検定試験）



講義種別：PC実習

回 課題内容 備考

検定試験申し込み

成
績
評
価

13

イメージマップ

答案練習②

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

フォーム

答案練習④

15

検定（期末）試験

答案練習③

11

１級レベル練習問題

12

JavaScript

答案練習①

9

Dreamweaverの応用操作①

２級レベル練習問題

10

Dreamweaverの応用操作②

２級レベル過去問題

7

Dreamweaverの基本操作①

３級レベル過去問題

8

Dreamweaverの基本操作②

２級レベル練習問題

5

CSS①

３級レベル練習問題

6

CSS②

３級レベル過去問題

3

HTML②

４級レベル練習問題

4

HTML③

４級レベル過去問題

担当者実務経験：日本情報処理検定協会　検定委員歴20年

2CM・2MA科 講師名：松山日出男

科目名：Office（アプリケーション演習）
□１年生
☑２年生
□３年生

☑前　　期
□後　　期

2

HTML①

到
達
目
標

ホームページ作成検定1級合格レベル

授業内容

1

Webページ作成のための概要

Wordで作るホームページ



講義種別 講義

回 授業内容 課題内容 備考

アルファベット、数字

覚えた表現を実際に声
に出して言う

①ウォームアップ
（アルファベット・
数字・簡単なQ&A）

簡単なQ&A、自己紹介

（他進み具合に応じて
適宜）

②進み具合に応じて
ゲーム

（以下同） （以下同）

英語で自己紹介

アルファベット・数字の書き取り

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重さ）

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、金額）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、1,000以上の数）

8 ゲーム大会
復習しながら息抜き

9 アルファベット・数字・その他に関する（生徒による）Q&A

これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重さ）

これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、金額、1,000以上の数）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

自己紹介文を作成・練習

総復習

自己紹介発表（各3分）

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
☑１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

到

達

目

標

到達目標：①間違いを恐れず話せるようになる。②知っている言葉を使ってできる限りコミュニケーションをとる努力ができ
るようになる。③アルファベットと数字を使いこなせるようになる。④自己紹介ができるようになる。

14

第15回で発表する自己
紹介内容を作成・練習

これまで習ったこと
をもとに（授業＋自
宅で）作成

15

12

13

10

11

6

7

4

5

1

2

3



講義種別 講義

回 授業内容 課題内容 備考

前半の復習（会話形式）
覚えた表現を実際に声に出し
て言う

①ウォームアップ（アルファベッ
ト・数字・簡単なQ&A）

自己紹介
（他進み具合に応じて適宜） ②進み具合に応じてゲーム

（以下同） （以下同）

2 自己紹介センテンス（年齢など）

これまでの復習

基本ワード（体の部位、学校など）

これまでの復習

教室ワード（もの、活動など）

これまでの復習

学校ワード（先生、科目など）

これまでの復習

家族ワード（成員、家の間取りなど）

これまでの復習

食べ物ワード

8 ゲーム大会
復習しながら息抜き

これまでの復習

お金ワード（ショッピング、買い物など）

これまでの復習

交通ワード

これまでの復習

交換留学生との会話（興味のある内容を尋ねる）

これまでの復習

文化（アメリカの祝日カレンダーなど）

これまでの復習

空港（税関、入国審査など）

これまでの復習

テーマ発表内容を作成・練習

総復習

好きなテーマ発表（各3分）

成
績
評
価

到
達
目
標

到達目標：
①英語話者と英語による意思疎通を試みることができるようになる（知っている単語を駆使する、ジェスチャーを使うなど）。
②日常生活・海外旅行時の簡単な質疑応答ができるようになる。③読む・書くだけでなく、聴く・話すができるようになる。

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
□１年生
☑２年生
□３年生

☑前　　期
□後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

1

3

4

5

6

7

9

13

10

11

12

14

第15回で発表する好きなテー
マ発表内容を作成

これまで習ったことをもとに（授
業の最後＋自宅で）作成

15



講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

9

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

個別面談

個別面談

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆就職活動に合わせてポートフォリオのクオリティを上げる
◆ポートフォリオのプレゼンスキルを身につける

授業内容

1

オリエンテーション

共通科目 講師名：河西香織

科目名：　ポートフォリオ 1年 後期



講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

9

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

個別面談

個別面談

ポートフォリオブラッシュアップ・プレゼン練習

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆就職活動に合わせてポートフォリオのクオリティを上げる
◆ポートフォリオのプレゼンスキルを身につける

授業内容

1

オリエンテーション

共通科目 講師名：河西香織

科目名：　ポートフォリオ 2年 前期



■１年生

□２年生

□３年生

□前    期
●後    期

回 課題内容 備考

講義

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習
15

組織人としての心構え②

共働意識/チャレンジ・改善意識                総括

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D
評価）不合格

13
ビジネススキル習得を目指して②

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

14
組織人としての心構え①

コスト意識/時間管理意識/顧客意識

11
総合個人対応④

一人ずつ対面で総合模擬練習①

12
ビジネススキル習得を目指して①

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

9
総合個人対応②

一人ずつ対面で総合模擬練習①

10
総合個人対応③

一人ずつ対面で総合模擬練習①

7
対面面接・オンライン面接対策⑤

質問項目分析

8
総合個人対応①

一人ずつ対面で総合模擬練習①

5
対面面接・オンライン面接対策③

質問項目分析

6
対面面接・オンライン面接対策④

質問項目分析

3
対面面接・オンライン面接対策①

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

4
対面面接・オンライン面接対策②

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

授業内容

1
後期（新年度4月からの講座）オリエンテーション

本年度の就職へ向けての環境認識

2
前期講座の振り返りと履歴書完成度の確認    個人対応含む

メール・電話での問い合わせのルール確認

到
達
目
標

単なる内定を勝ち取る為の攻略講座ではなく当講座を通してあらためて自らを振り返り、客観的な自己分析のもとに就職活動を

展開していくことを目指す。

講座内容をより実践的な形で体現していき、予定面談やイレギュラー面談にも全講座中、最優先で個人対応する。

就職後社会人・企業人として必要な資質を理解し即実践していけるようビジネススキルと社会一般常識なども身につけることを

目標とする。

マンガ科 講師名：財津香壽子

科目名：  就職面接対策

講義種別：講義

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジなど
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現在）



講義種別：講義／実習

回 課題内容 備考

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・ワーク

DVD視聴

ワーク

ワーク

成
績
評
価

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジなど
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現在）

マンガ科 講師名：財津香壽子

科目名：就職面接対策
□１年生

✓２年生

□３年生

✓前　　期
　後　　期

到
達
目
標

①自分らしいキャリアについて主体的・能動的に考察し、卒業後の進路を自ら選択・決定できるようになる。
②就職活動の流れ・ポイントを理解し、主体的に取り組むことができるようになる。
③社会人として求められる心がまえ・姿勢や能力が理解でき、それを実践できるようになる。
✤本講座は、就職だけを到達目標とするのではなく、卒業後の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる「社会に出るため
の準備教育」である。
✤講座内容を実践に活かすために、全講座を通して、個別対応・指導を実施する。

授業内容

1

オリエンテーション（後期の内容など）

自己PRの書き方

2

自己PR作成

3

ガクチカの書き方

個別対応

個別対応

4

ガクチカ作成

個別対応

5

趣味・特技・参加イベント、志望動機の書き方

個別対応

6

他己分析（ジョハリの窓）

個別対応

7

身だしなみ

個別対応

8

面接とは？　面接の形式と流れ

個別対応

9

ウェブ面接・グループディスカッションのポイント

個別対応

10

面接の質問と答え方

個別対応

11

自己分析ワーク

個別対応

12

ビジネスに必要な8つの意識とぎ

個別対応

13

プロフェッショナルとは？

DVD視聴

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

組織人としての心構え①

共に働く力：コミュニケーションゲームを通して学ぶ

15

組織人としての心構え②

まとめ／3年後のキャリアプラン作成
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